
　

２
０
１
８
年
度
「
生
協
入
協
式
」
が
行
わ
れ
医
師
７

人
、
研
修
医
10
人
を
含
め
る
37
人
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
生
協
の
医
師
体
制
が
56
人
と
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

一人は万人のために 万人は一人のために

負けるな新人・5 月病　人生は出会いだけではありません。苦労して経験を積んで、最後は「運」を引き寄せましょう。

（１） 第584号2018年５月１日（毎月1回1日発行）

利根保健生協　2018 年 3 月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・30,317 人
出 資 金 額・・・・1,621,442,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・53,483 円

理事32名　監事4名　総代210名　班長1,444名

発　行　人　糸 賀 俊 一　　　編集　「利根の保健」編集委員会
発行部数　21,800　　　　印刷　有限会社コトブキ印刷

　

４
月
２
日
（
金
）、「
入
協

式
」
に
は
、
医
師
７
、
研
修

医
10
（
医
７
・
歯
３
）、
看
護

師
10
、
准
看
生
徒
５
、
理
学

療
法
士
１
、
臨
床
検
査
技
士

３
、
視
能
訓
練
士
１
、
調
理
師

１
、
介
護
福
祉
士
１
、
事
務
３

の
総
勢
37
人
を
迎
え
ま
し
た
。

　

糸
賀
理
事
長
は
「
医
科
・

歯
科
・
介
護
と
多
く
の
事
業

所
・
施
設
を
展
開
し
て
、
医

療
・
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
に
心

が
け
て
い
る
。
日
本
社
会

が
大
き
な
転
換
期
の
い
ま

入
協
し
た
皆
さ
ん
、
職
場
目

標
を
さ
だ
め
達
成
に
貢
献
で

き
る
よ
う
共
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
」
と
挨
拶
。
医
科
・
歯

科
・
介
護
の
代
表
者
か
ら

「
３
つ
の
こ
と
を
伝
え
た

い
。
使
命
感
を
持
っ
て
仕

事
を
す
る
。
心
構
え
で
は

分
析
・
評
価
を
常
に
心
が
け

る
。
働
き
や
す
い
職
場
に
し

て
い
く
。」（
大
塚
）「
組
合

員
の
要
求
に
こ
た
え
笑
顔
で

帰
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
る
。
職
員
も
笑

顔
で
元
気
に
頑
張
れ
る
よ
う

共
に
す
す
め
ま
し
ょ
う
」

利根保健生活協同組合
〒378−0053  沼田市東原新町1861番地1
☎0278（22）6060　  FAX（22）6262

利 根 中 央 病 院
片 品 診 療 所
利 根 中 央 診 療 所
利 根 歯 科 診 療 所
生 協 み な か み 歯 科
介護老人保健施設とね
サニーホームひまわり

沼 田 市 沼 須 町
片 品 村 鎌 田
沼田市西原新町
沼田市高橋場町
みなかみ町後閑
沼田市東原新町
沼田市高橋場町

☎（22）4321
☎（58）3910
☎（24）1202
☎（24）9418
☎（25）3399
☎（22）8855
☎（22）3223

http://www.tonehoken.or.jp/tonehoken-kumiai/
ホームページ で検索できます利根保健

沼
田
東
支
部 
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生
方　

幸
代

　

 

大
畠　

正
樹

　

 

大
東　

宣
之

　

 

加
藤　

喜
一

　

 

小
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博
之

　

 

清
水　

一
郎

　

 

鈴
木　

宣
彦

　

 

⻆
田　

和
子

　

 

⻆
田
さ
ゆ
り

　

 

西
村　

益
美

　

 

林　

初
太
郎

　

 

本
間
裕
美
子

　

 

村
田　

定
蔵

沼
田
中
支
部 

６

　

 

今
井　

政
子

　

 

生
方　

民
子

　

 

馬
場
よ
し
子

　

 

林　
　

経
子

　

 

布
施
キ
ミ
江

　

 

吉
野　

峰
子

沼
田
西
支
部 

９

　

 

生
方
勢
津
子

　

 

生
方　

洋
子

　

 

加
藤　

岩
男

　

 

金
子　

京
子

　

 

小
池
よ
し
子

　

 

小
林　

正
子

　

 

齋
藤　

初
江

　

 

佐
藤　

郁
子

　

 

野
村　

純
代

沼
田
南
支
部 

６

　

 

飯
田　

武
一

　

 

川
﨑　

浩
輝

　

 

小
林
國
三
郎

　

 

中
島
恵
美
子

　

 

中
島
サ
ト
子

　

 

深
代　

徳
善

沼
田
北
支
部 
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青
木　

忠
昭

　

 

阿
部　

昭
好

　

 

井
之
川
博
幸

　

 

大
渕　

康
宇

　

 

川
端　

康
雄

　

 

小
菅　

愛
子

　

 

斎
藤　

一
章

　

 

登
坂　

悦
子

　

 

永
井　

達
郎

　

 

星
野　
　

好

　

 

星
野
ひ
さ
子

　

 

星
野　

昌
子

利
南
支
部 

12

　

 

梅
澤　

章
二

　

 

大
竹　

春
江

　

 

小
野　

隆
義

　
 

倉
品　

清
治

　
 

坂
爪　

清
子

　

 
下
荒
磯
久
仁
子

　

 
霜
垣
ユ
ミ
子

新
総
代
紹
介
（
支
部
別　

50
音
順
）

◆
任
期
：
２
０
１
８
・
４
・
１
〜
２
０
２
０
・
３
・
31

　

 

⻆
田　

宏
枝

　

 

戸
田
ト
モ
子

　

 

戸
部　

幸
雄

　

 

中
澤　

知
子

　

 

吉
江　

高
志

池
田
支
部 

８

　

 

大
河
原
陽
子

　

 

小
野　

光
良

　

 

木
村　

敦
夫

　

 

木
村　

修
平

　

 

斎
藤　

克
敏

　

 

嶋
田　

正
彦

　

 

田
中　

完
司

　

 

宮
下　

庄
吉

薄
根
支
部 
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石
原　

政
三

　

 

小
野
里
友
一

　

 

金
子　

幸
子

　

 

桑
原　

俊
仁

　

 

小
林　

順
一

　

 

佐
藤　

生
一

　

 

滝　
　

四
郎

　

 

田
村　

大
吉

　

 

野
村　

幸
恵

　

 

笛
木　

信
行

　

 

穂
苅　

勝
代

　

 

丸
岡　

勇
吉

川
田
支
部 

７

　

 

秋
山　

敏
子

　

 

生
方　

忠
一

　

 

大
竹　
　

正

　

 

勝
又　
　

勝

　

 

黒
岩　
　

操

　

 

深
津　

文
子

　

 

茂
木　

久
子

白
沢
支
部 

８

　

 

石
井　

征
子

　

 

小
林
ト
ラ
子

　

 

⻆
田　

雄
次

　

 

西
川
千
代
子

　

 

林　
　

勝
江

　

 

藤
井
エ
ミ
子

　

 

藤
井
さ
き
子

　

 

増
田　

智
海

利
根
北
支
部 

8

　

 

秋
山　

達
男

　

 

金
子
吉
五
郎

　

 

金
子　

好
男

　

 

小
林　

喜
市

　

 

千
明　

利
久

　

 

中
澤　

貞

　

 

中
村　

正
廣

　

 

山
田　

広
治

利
根
南
支
部 

５

　

 

佐
々
木
美
恵
子

　

 

中
澤　

政
雄

　

 

長
谷
川
久
代

　

 

星
野
し
づ
子

　

 

湯
本　

昭
二

片
品
支
部 

14

　

 

青
木　

久
雄

　

 

入
沢　

秀
代

　

 

北
島
ま
つ
子

　

 

桑
原
藤
太
郎

　

 

千
明　
　

博

　

 

萩
原　

日
郎

　

 

萩
原　

英
夫

　

 

星
野　

育
雄

　

 

星
野　

和
久

　

 

星
野　

邦
子

　

 

星
野　

精
一

　

 

星
野　
　

全

　

 

星
野
希
久
枝

　

 

吉
野　
　

均

川
場
支
部 

８

　

 

小
林
八
惠
子

　

 

田
中　

利
明

　

 

千
木
良
直
治

　

 

戸
丸
喜
与
治

　

 

信
澤　

正
吉

　

 

信
澤　
　

昇

　

 

宮
内　

照
夫

　

 

吉
野　

長
治

月
夜
野
東
支
部 
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江
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健
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金
子　

礼
子

　

 

木
村
か
よ
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小
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一
義

　

 

近
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治
世

　

 

杉
山
久
美
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髙
橋　

武
志

　

 

髙
橋　

光
夫

　

 

都
丸　

富
子

　

 

中
村　

秀
夫

　

 

深
津
ハ
ル
イ

　

 

真
庭　

利
治

　

 

横
田　

伸
次

月
夜
野
西
支
部 

12

　

 

石
田
千
恵
子

　

 

大
川　

晴
芳

　

 

岡
田　

完
二

　

 

佐
藤　

文
子

　

 

鈴
木
初
太
郎

　

 

髙
橋
久
美
子

　

 

千
明
つ
や
子

　

 

長
濱　

水
郎

　

 

林　
　

友
好

　

 

原
澤　

芳
雄

　

 

原
澤　

良
輝

　

 

山
田　

雄
幸

水
上
支
部 

14

　

 

阿
部　
　

弘

　

 

稲
垣　

茂
治

　

 

岩
井
た
け
子

　

 

小
幡
サ
チ
子

　

 

木
村　

栄
一

　

 

木
村　

照
美

　

 

小
林
マ
サ
子

　

 

鈴
木　

文
子

　

 

須
藤　

典
子

　

 

橋
本　

修
一

　

 

羽
鳥　

孝
子

　

 

眞
庭　

大
策

　

 

山
﨑　

み
ち

　

 

綿
貫
は
る
子

猿
ヶ
京
支
部 

５

　

 

島
田　

朋
美

　

 

林　
　
　

武

　

 

林　

千
惠
子

　

 

林　
　

誠
行

　

 

笛
木
し
づ
江

須
川
支
部 

６

　

 

安
達　
　

澄

　

 

甲
斐　

陽
子

　

 

関　
　
　

上

　

 

高
橋　

秀
夫

　

 

本
多　

宏
門

　

 

村
山　

太
吉

新
巻
支
部 

7

　

 

伊
勢
野
治
男

　

 

大
坪
富
美
子

　

 

見
城　

倫
子

　

 

島
崎　

芳
惠

　

 

富
澤　
　

豊

　

 

林　
　

和
枝

　

 

本
多　

春
代

昭
和
東
支
部 

８

　

 

石
井　

美
江

　

 

加
藤
由
美
子

　

 

金
井　

作
男

　

 

鈴
木　

成
子

　

 

髙
橋　

迪
男

　

 

田
村　

廣
子

　

 

林　
　

幸
司

　

 

吉
野
し
げ
子

昭
和
南
支
部 

8

　

 

阿
部　

昭
夫

　

 

竹
内　

里
美

　

 

⻆
田　

惠
子

　

 

福
原　

安
雄

　

 

持
田　

宗
武

　

 

諸
田　

邦
男

　

 

諸
田
き
み
代

　

 

諸
田
は
ま
江

高
山
支
部 

６

　

 

武
田　

邦
広

　

 

都
筑　

房
子

　

 

都
筑　

康
弘

　

 

登
坂　

茂
喜

　

 

平
形　

髙
夫

　

 

福
原　
　

寛

職
域 

3

　

 

高
橋　

陽
介

　

 

野
村　
　

智

　

 

湯
浅　
　

創

聞
で
見
て
驚
い
た
。
つ
い
こ
の
間

ま
で
「
力
合
わ
せ
る
二
百
万
」
だ

っ
た
群
馬
県
の
人
口
は
１
５
５
万

人
。
吉
岡
町
以
外
の
市
町
村
は
す

べ
て
人
口
が
減
少
し
、
高
齢
化
率

も
39
・
４
％
で
全
国
平
均
を
上
回

る
▼
沼
田
市
は
人
口
３
１
０
０
０

人
余
り
。
私
の
勤
務
す
る
片
品
村

は
２
０
１
５
年
と
比
べ
半
分
以
下

と
な
る
。
１
８
５
２
人
で
あ
っ
た
。

老
後
は
沼
田
の
行
き
つ
け
の
店
で

夜
食
事
を
す
る
よ
う
な
生
活
を
思

い
描
い
て
い
た
が
、
店
自
体
が
無

く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

▼
十
年
ひ
と
昔
と
言
う
。
私
が
片

品
診
療
所
に
勤
務
し
て
７
年
で
あ

る
が
、
外
来
患
者
数
や
乳
幼
児
健

診
に
く
る
子
ど
も
の
数
も
年
々
減

っ
て
い
る
▼
「
片
品
村
の
暮
ら
し

と
伝
統
文
化
」
と
い
う
十
年
前
に

発
行
さ
れ
た
書
物
に
は
、
村
内
で

も
地
域
ご
と
の
お
祭
り
、
行
事
、

民
話
、
民
謡
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て

い
た
。
以
前
は
自
給
自
足
の
生
活

で
あ
っ
た
が
、
さ
す
が
に
今
そ
れ

は
不
可
能
に
し
て
も
、
伝
統
文
化

の
継
承
は
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
う
▼
た
だ
、
人
自
体
が
い
な

く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
継
承
は
お

ろ
か
、
生
活
そ
の
も
の
が
成
り
立

た
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
行
政

を
始
め
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
対
策
を

検
討
、
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
の

社
会
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
は
相

当
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
利
根
保

健
生
協
に
と
っ
て
も
人
口
減
少
は

深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
今
、
我
々

に
で
き
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も

健
康
に
関
し
て
は
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
医
療
介
護
を
維

持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ
と

感
じ
て
い
る
。

（
片
品
診
所
長
・
松
井
）

　

３
月
に
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所

が
発
表
し
た
２
０
４
５

年
の
推
計
人
口
を
、
新

（
中
澤
）「
多
方
面
に
む
け
勉

学
し
て
、
ど
こ
で
も
仕
事
が
で

き
る
医
療
従
事
者
を
め
ざ
し
て

く
だ
さ
い
」（
都
築
）
な
ど
、

激
励
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

代
表
し
て
外
来
サ
ー
ビ
ス

課
の
宮
野
入
ゆ
う
さ
ん
は

「
自
身
の
体
調
管
理
と
感
染

予
防
に
つ
と
め
、
な
に
ご
と

に
も
全
力
で
と
り
く
み
、
一
日

で
も
早
く
仕
事
を
お
ぼ
え
た

い
」
と
決
意
を
の
べ
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
後
、
医
療
福
祉

生
協
の
し
く
み
、
利
根
保
健

生
協
の
歴
史
な
ど
2
日
間
に

わ
た
る
研
修
後
、
各
職
場
に

配
置
さ
れ
ま
し
た
。

第42回通常総代会
　利根保健生活協同組合定
款50条に基づき、第42回通
常総代会を以下の通りおこ
ないます。
　総代・正副支部長の皆さま
には別途ご通知いたします。

利根保健生活協同組合
　　　　理事長　糸 賀 俊 一

日時  2018 年 6 月 16 日（土）
　　   13 時 00 分　開会
  場所  ホテル ベラヴィータ

総
代
研
修
会

　

今
年
度
総
代
改
選
に
伴

い
、
定
数
２
２
０
人
の
と
こ

ろ
２
１
０
人
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。「
総
代
研
修
会
」
が

４
月
13
日
～
17
日
の
4
日
間

行
わ
れ
、
１
０
６
人
（
う
ち

新
総
代
36
人
）
が
参
加
。
生

協
の
し
く
み
や
総
代
の
役
割

な
ど
を
学
び
、
支
部
活
動
の

担
い
手
と
し
て
の
第
一
歩
が

始
ま
り
ま
し
た
。

2018年度「入協式」なにごとにも全力でなにごとにも全力で



利 根 の 保 健

負けるな新人・5 月病　相手の行動に気を病むことはありません。お互い「性分」は変えられません。穏やかな心が持てますように。
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木
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輔

〈
池
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支
部
〉

木
内　

初
枝

戸
部　

利
子

〈
白
沢
支
部
〉

中
村　

信
行

中
村　

順
子

北
村　

優
花

角
田　

良
介

角
田　
　

学

金
子　

哲
也

〈
利
根
北
支
部
〉

小
林　

眞
治

〈
片
品
支
部
〉

深
見　

和
子

吉
野　

道
子

〈
川
場
支
部
〉

嶋
田　

貴
志

角
田　
　

清

竹
内
美
津
江

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

佐
藤
は
つ
い

池
田　

治
男

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

馬
場　

恵
子

〈
水
上
支
部
〉

伊
藤　
　

恵

〈
猿
ヶ
京
支
部
〉

本
橋　

文
雄

樋
口　

博
計

岡
田
芙
美
子

島
田　

朋
美

〈
須
川
支
部
〉

有
谷　

恵
美

〈
昭
和
東
支
部
〉

加
藤　

米
子

〈
昭
和
南
支
部
〉

澤
浦　

範
行

谷
川　

慎
一

谷
川　

律
子

〈
中
之
条
町
〉

山
口　

奈
穂

よ
う

　 

こ
そ

新
し
い
仲
間

▼
３
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
116
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

３
月
の

新
加
入
者

利
根
保
健
生
協
が
母
体
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
社
会

福
祉
法
人
と
ね
虹
の
会
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
と
ね

虹
の
里
」
の
建
設
は
、11
月
開
設
を
め
ざ
し
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
倉
持
施
設
長
や
管
理
栄
養
士
も
着
任

し
、開
設
に
向
け
た
準
備
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
「
と
ね
虹
の
会
」
か
ら

２
つ
の
お
願
い
で
す
。

①
介
護
職
員
と
し
て
働
い
て
い
た
だ
け
る

方
の
紹
介

②
寄
付
（
一
口
三
千
円
以
上
）

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
と
ね
虹
の
里
へ
の
入
居
申
し
込

み
は
７
月
頃
開
始
予
定
で
す
。

お菓子を食べながらのおしゃべり会

認知症予防体操

広
島
県
出
身
・
島
根
大
学
卒
。

結
婚
を
機
に
群
馬
に
参
り
ま
し
た
。

利
根
沼
田
の
こ
と
を
皆
様
か
ら
教
え
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
少
し
で
も
早
く
慣

れ
て
、こ
の
地
域
の
医
療
に
貢
献
で
き
る

医
師
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

高
崎
市
出
身
・
群
馬
大
学
卒
。

病
院
で
も
地
域
で
も
皆
さ
ん
と
の
出

会
い
・
交
流
を
大
切
に
、
医
師
と
し
て
、

ま
た
一
人
の
人
間
と
し
て
、
成
長
し
て
行

き
た
い
で
す
。

ま
た
、
こ
の
地
域
の
事
は
ま
だ
知
ら

な
い
事
ば
か
り
な
の
で
教
え
て
い
た
だ

け
る
と
助
か
り
ま
す
。

埼
玉
県
出
身
・
群
馬
大
学
卒
。

昨
年
度
は
群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病

院
で
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

利
根
沼
田
地
域
に
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
や

バ
イ
ク
の
ツ
ー
リ
ン
グ
で
度
々
訪
れ
て

い
ま
す
。
し
っ
か
り
と
勉
強
し
つ
つ
、
皆

様
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

東
京
都
出
身
・
群
馬
大
学
卒
。

群
馬
大
学
で
勉
強
す
る
内
に
「
地
域

医
療
に
携
わ
り
た
い
」と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
り
ま
し
た
。
病
院
の
一
人
と
し
て

で
は
な
く
地
域
の
一
員
と
し
て
、
利
根
沼

田
の
健
康
に
貢
献
で
き
る
よ
う
微
力
な

が
ら
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

前
橋
市
出
身
・
日
本
大
学
卒
。

こ
れ
か
ら
研
修
医
と
し
て
利
根
中
央

病
院
で
働
け
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
少
し
で
も
早
く
、
一
つ
で
も
多
く
の

仕
事
を
覚
え
て
地
域
に
貢
献
で
き
る
医

療
を
行
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

栃
木
県
出
身
・
群
馬
大
学
卒
。

学
生
時
代
の
片
品
診
療
所
の
在
宅
診

療
の
経
験
か
ら
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

の
方
ま
で
診
療
で
き
る
医
師
に
な
り
た
い

と
考
え
参
り
ま
し
た
。
医
学
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
や
生
活
も
こ

れ
か
ら
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
橋
市
出
身
・
群
馬
大
学
卒
。

前
橋
で
育
ち
、
利
根
沼
田
地
域
は
母

の
実
家
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
幼
い
こ
ろ

か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
土
地
で
す
。
こ
こ
か

ら
医
師
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
こ

と
に
感
謝
し
、
地
域
医
療
を
支
え
る
医

師
と
な
る
べ
く
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

大
おお
野
の
 智
さと
子
こ

森
もり
 　瑞

みず
樹
き

保
やす
田
だ
 和
わか
奏
な

高
たか
橋
はし
 朋
とも
宏
ひろ

野
の
尻
じり
 　翔
しょう

松
まつ
原
ばら
 侑
ゆう
紀
き

利
根
中
央
病
院

研
修
医
自
己
紹
介

群
馬
民
医
連
事
務
局
に
８
年
間
出

向
か
ら
帰
任
し
、
２
０
１
８
年
４
月

よ
り
配
属
と
な
り
ま
し
た
。
生
ま
れ

は
沼
田
、
現
在
は
川
場
で
す
。
看
護

師
と
し
て
入
協
し
30
年
を
超
え
ま
し

た
が
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
お
役
に

立
て
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
久
々
の
利
根
沼
田
に
里
帰

り
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

不
慣
れ
な
業
務
で
す
の
で
、
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
（
汗
）。
担
当
は
西
部

ブ
ロ
ッ
ク
（
沼
田
西
、
薄
根
、
川
田
、

高
山
支
部
）
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

大
おお
嶋
しま
 宏
こう
二
じ

新
任
組
織
部
担
当
者

新
潟
県
出
身
・
新
潟
大
学
卒
。

半
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る

よ
う
に
日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

前
橋
市
出
身
・
新
潟
大
学
卒
。

こ
れ
か
ら
利
根
歯
科
診
療
所
で
一

年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
皆

様
の
健
康
づ
く
り
に
少
し
で
も
お
役

に
立
て
る
よ
う
に
、
日
々
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

笠
かさ
井
い
　 愛

あい

嶋
しま
田
だ
 菜
な
奈
な
子
こ

利
根
歯
科
診
療
所

　

利
根
保
健
生
協
が
主
催
す
る
第
33

回
「
囲
碁
大
会
」
を
3
月
18
日
、「
老

健
と
ね
」
で
開
催
。
当
日
は
、
入
門

レ
ベ
ル
か
ら
有
段
者
ま
で
、
棋
力
に
応

じ
た
四
段
階
か
ら
な
る
ク
ラ
ス
戦
が

行
な
わ
れ
、
42
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
会
え
な
い

人
と
も
対
戦
で
き
、
楽
し
い
一
日
を
過

ご
せ
た
」、「
ま
た
来
年
も
楽
し
み
に
し

て
い
る
」
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｓ
ク
ラ
ス
（
五
～
十
段
）
17
人

優　

勝　

小
野　

武
司
（
白
沢
）

準
優
勝　

原
澤　

良
男
（
利
南
）

第
三
位　

木
村　

重
光
（
沼
田
中
）

　

Ａ
ク
ラ
ス
（
三
～
四
段
）
10
人

優　

勝　

梅
澤　

銀
一
（
沼
田
東
）

準
優
勝　

滝
田　

慶
勝
（
月
夜
野
東
）

第
三
位　

田
村　

賢
一
（
池
田
）

◇
各
ク
ラ
ス
の
成
績（
支
部
名
）と
参
加
者
数

　

Ｂ
ク
ラ
ス
（
初
～
二
段
）
８
人

優　

勝　

塩
野　

大
吉
（
沼
田
東
）

準
優
勝　

広
田　

忠
一
（
昭
和
南
）

第
三
位　

高
橋　

金
作
（
月
夜
野
西
）

　

Ｃ
ク
ラ
ス
（
級
）
７
人

優　

勝　

木
村　

畯
一
（
池
田
）

準
優
勝　

高
沢
英
之
助
（
沼
田
北
）

第
三
位　

林　
　

誠
行
（
猿
ヶ
京
）

第30回囲碁大会

Ｓ
ク
ラ
ス
優
勝
は
小
野
武
司
さ
ん�

（
参
加
最
高
齢
者
90
歳
）

熱
闘
！ 

第
33
回
囲
碁
大
会

〈連絡・問い合わせ〉
〒378-0053　群馬県沼田市東原新町1861-1　TEL0278-25-8618
（生協本部内）社会福祉法人　とね虹の会事務局：倉持・細田

社
会
福
祉
法
人
と
ね
虹
の

会
さ
さ
え
る
会
主
催
に
よ
る
第

１
回
「
虹
の
カ
フ
ェ
」
が
３
月

27
日
（
火
）
10
時
か
ら
組
合
員

ホ
ー
ル
に
ぎ
わ
い
で
25
人
の
参

加
（
地
域
か
ら
15
人
、
支
え
る

会
と
職
員
で
10
人
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
誰
で
も
参
加
で
き

る
「
体
を
動
か
し
て
、笑
っ
て
、

学
ん
で
、お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
」

カ
フ
ェ
で
す
。

当
日
は
、
血
圧
測
定
の
後
、

ラ
ジ
オ
体
操
、
健
康
体
操
で
体

を
ほ
ぐ
し
、
笑
い
ヨ
ガ
で
笑
い

の
練
習
を
し
「
認
知
症
予
防
体

操
」
で
大
笑
い
し
ま
し
た
。

し
め
く
く
り
は
お
菓
子
を

食
べ
な
が
ら
の
お
し
ゃ
べ
り

会
。「
こ
う
や
っ
て
お
し
ゃ
べ
り

で
き
る
場
所
が
欲
し
か
っ
た
ん

だ
よ
ね
」
と
、
男
性
参
加
者
か

ら
の
声
が
聴
か
れ
ま
し
た
。

「
虹
の
カ
フ
ェ
」
は
、こ
れ
か

ら
も
第
４
火
曜
日
10
時
か
ら
12

時
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
軌
道
に

乗
っ
て
き
た
ら
回
数
を
増
や
す

予
定
で
す
。

参
加
費
百
円
で
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。み
な
さ
ん
、

是
非
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

楽
し
い
で
す
よ
。

・
５
月
22
日
（
火
）
10
時

・
６
月
26
日
（
火
）
10
時

【
場
所
】

　

老
健
と
ね
多
目
的
室
３

さ
さ
え
る
会
に

�
入
会
し
よ
う
！！

さ
さ
え
る
会
で
は
、
地
域
福

祉
活
動
、
特
養
の
介
護
活
動
支

援
や
事
業
運
営
の
支
援
、
交
流

や
学
び
の
場
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
他
の
特

養
の
見
学
、
介
護
学
習
会
、
虹

の
カ
フ
ェ
の
開
催
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
へ
の
参
加
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
特
養
完
成
後
は

各
々
の
特
技
を
活
か
し
た
活
動

を
通
じ
て
、
特
養
と
地
域
を
結

ぶ
会
に
し
た
い
そ
う
で
す
。

入
会
金
千
円
で
す
。
ぜ
ひ
多

く
の
方
に
入
会
い
た
だ
き
、
一

緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

研
修
医
自
己
紹
介

名
な く い
久井 佑

ゆう
子
こ

社会福祉法人「とね虹の会」

特養オープニングスタッフ募集中！
あなたの力をきっと活かせる！
介護職員：常勤・パート（資格不問、研修有り）数名
理学・作業療法士：各１名

「虹のカフェ」にぎやかに開催

11月開設に向け建設と準備進行中！
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一人は万人のために 万人は一人のために

負けるな新人・5 月病　好かれたいという強い気持ちを抑えると、相手の態度行動が気になりません。居心地よい職場環境を保ちましょう。

（３） 第584号2018年５月１日（毎月1回1日発行）

人
間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
を
受
け
る
最
大
の
目
的
は
何
で

し
ょ
う
か
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
最

も
大
き
な
受
診
理
由
は
、
安
心
を
得
る
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。「
去
年
よ
り
良
く
な
っ
た
」
と
ホ
ッ
と
な
さ
る
方

が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

2018. ５月号

被
保
険
者
と
被
扶
養
者
の
方
を
対

象
に
行
わ
れ
る
健
診
で
す
。

健
康
へ
の
意
識
は
受
診
率
に
表

れ
ま
す
が
、
こ
こ
に
沼
田
市
と
全
国

の
特
定
健
診
受
診
率
の
推
移
が
あ

り
ま
す
（
図
１
）。

沼
田
市
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、
残

念
な
が
ら
平
成
25
年
度
は
50
％
と

低
値
で
し
た
。
一
方
、
全
国
で
は
着

実
に
上
昇
し
、（
図
に
は
出
て
い
ま
せ

ん
が
）
全
国
の
平
成
27
年
度
の
実
施

率
は
前
年
よ
り
１
・
５
％
高
い
50
・

１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
の
ほ
か
に
も
、
75
歳
以

幡

り
さ
っ
と
流
し
た

褒

め
言

葉

政
治
家
に
危
機
を
微
塵
も
感
じ
な
い

沼
田
市
薄
根
町�

加
瀬
田
フ
サ
ヱ

み
な
か
み
町
石
倉�

藤
田　

俊
彦

利根中央病院
職 紹場 介健診センター

健診センターでは、新たに常勤医師を加え、総勢１５人
一丸となって皆様の病気の早期発見、健康促進に努めてい
るところです。肺がん検査、子宮がん検査、乳がん検査な
ど様々な検査を行っており、私達は、皆様の健診が安心し
てスムーズに行えるようサポートさせて頂いております。
２０１６年度は『日本人間ドック健診施設機能評価』の認
定更新もでき、２０１７年度には人間ドックを２３００人
以上受け入れることができました。皆様が利用しやすいよ
うにこれからも改善をすすめていきます。
数ある医療施設の中から利根中央病院の健診センターを
選んで下さることへの感謝の気持ち。そして何より、受診
者お一人お一人の末永い健康を願い、その瞬間に携われて
いることへの喜び。全ての想いを“ありがとう”の言葉に
かえて、これからも職員一同、皆様の受診を心よりお待ち
しております。

　

特
定
健
診
で
生
活
習
慣
病
を
予
防

利
根
中
央
病
院
で
は
、
人
間
ド
ッ

ク
を
始
め
と
し
た
各
種
健
康
診
断

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
健
康
診
断
を

受
け
る
こ
と
は
、
自
分
の
健
康
状
態

を
知
り
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
や
病

気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
、
そ
し

て
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

健
診
は
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た

め
の
足
が
か
り
と
考
え
て
下
さ
い
。

特
定
健
診
は
、
死
亡
原
因
の
約
６

割
を
占
め
る
生
活
習
慣
病
の
予
防

の
た
め
に
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

春
の
日
に
心
う
き
た
つ
花
の
寺
し
だ
れ
桜
の
し
な
や
か
に

ゆ
る
る

電
線
に
二
羽
の
雀
が
よ
り
そ
い
て
愛
を
語
る
か
青
空
に

　パ
シ
ュ
ー
ト
で
金
を
取
り
た
る
選
手
等
は
テ
レ
ビ
の
中
よ

り
飛
び
出
す
ご
と
し

残
雪
の
武
尊
の
風
は
頬
を
刺
し
黒
土
越
す
春
の
始
ま
る

　大
祭
に
入
学
児
童
招
か
れ
て
所
作
に
戸
惑
い
親
の
顔
見
る

雑
草
と
い
ふ
名
で
呼
ば
る
る
畑
の
草
小
さ
き
花
に
抜
く
手

た
め
ら
ふ

作
り
手
に
想
ひ
馳
せ
つ
つ
花
柄
の
座
布
団
に
座
り
発
車
待

ち
を
り

笑
ふ
声
き
こ
え
来
る
が
の
う
つ
し
ゑ
の
祭
壇
の
友
に
見
送

ら
れ
た
り

沼
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橋
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井　

恵
美
子
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子

み
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か
み
町
後
閑�
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場　
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夫

み
な
か
み
町
相
俣�

野　

島　

幸　

恵

み
な
か
み
町
須
川�

細　

川　

の
ぶ
子

昭
和
村
入
原�

板　

橋　

き
み
江

た
く
、「
組
合
員
健
診
」
を
用
意
し

ま
し
た
。
多
い
に
受
診
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
何
ら
か
の
病
気
で
通

院
し
て
い
る
方
も
、
通
院
中
の
病
気

以
外
に
も
生
活
習
慣
病
が
気
が
か

り
で
す
。
病
院
に
行
っ
て
い
る
か
ら

と
安
心
せ
ず
、
自
分
の
身
体
は
自
分

で
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

が
ん
の
早
期
発
見
に
人
間
ド
ッ
ク

人
間
ド
ッ
ク
は
が
ん
検
診
等
を

加
え
た
総
合
的
な
健
康
診
断
で
す
。

わ
が
国
の
が
ん
に
よ
る
年
間
死
亡

者
数
は
30
万
人
を
超
え
、
死
亡
原
因

の
第
１
位
を
続
け
て
い
ま
す
。
２
０

１
３
年
に
新
た
に
診
断
さ
れ
た
が

ん
（
罹
患
全
国
推
計
値
）
は
86
万
人

強
、
２
０
１
６
年
に
は
37
万
人
を
超

え
る
方
が
が
ん
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
２
人
に
１
人
が
一
生
の
う
ち
に

が
ん
と
診
断
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
診
断
と
治
療
の

進
歩
に
よ
り
、
早
期
発
見
、
そ
し
て

利根中央病院
副院長・健診センター長

安 藤 　 哲

健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う

ー
タ
が
「
群
馬
医
学
」
と
い
う
雑
誌

に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

検
査
結
果
を
受
け
取
っ
た
ら

人
間
ド
ッ
ク
・
健
康
診
断
で
の
検

査
結
果
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

①
要
再
検
査
、
要
精
密
検
査
、
要

治
療
の
方
は
き
ち
ん
と
検
査
を
受

け
、
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

②
前
回
と
の
比
較
が
大
切
！

物
理
学
、
数
理
科
学
に
「
ス
カ
ラ

ー
」
と
「
ベ
ク
ト
ル
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
簡
単
に
言
う
と
、
あ
な

た
の
検
査
値
が
い
く
つ
か
と
い
う
こ

と
が
ス
カ
ラ
ー
で
、
昨
年
と
比
べ
て

悪
化
し
た
の
か
改
善
し
た
の
か
が
ベ

ク
ト
ル
で
す
。
前
回
と
の
比
較
は
大

切
で
、
悪
化
し
て
い
く
よ
う
な
ら
何

か
手
を
打
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
肝

機
能
が
上
が
っ
て
い
く
の
で
休
肝
日

を
設
け
ま
し
ょ
う
と
か
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が

上
昇
し
て
い
く
の
で
体
重
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
（
減
量
）
し
ま
し
ょ
う
と
か
で

す
ね
。
受
診
日
の
血
圧
が
高
い
方
で

も
家
庭
血
圧
が
安
定
し
て
い
れ
ば
一

安
心
で
す
。
毎
年
の
変
化
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。「
ベ
ク
ト
ル
」で
考
え

る
ク
セ
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

健
診
を
受
け
よ
う
！

人
間
ド
ッ
ク
・
健
診
は
あ
な
た
の

身
体
に
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
と
安
心

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
浅
く
・
広
く

チ
ェ
ッ
ク
し
、
あ
な
た
に
健
康
づ
く

り
の
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
ま
す
。

「
受
け
る
時
間
が
な
い
か
ら
」「
費
用

が
か
か
り
経
済
的
に
も
負
担
」「
悪

い
結
果
が
出
る
の
を
見
た
く
な
い
」

と
健
診
を
た
め
ら
っ
て
い
る
方
。
健

診
を
受
け
て
、
安
心
を
毎
年
手
に

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
そ
し

て
健
診
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
そ
の

結
果
を
相
談
で
き
る
「
か
か
り
つ
け

医
」
を
作
る
こ
と
を
さ
ら
に
お
勧
め

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

沼田市と全国の
� 特定健診受診率（％）

～ありがとうの言葉にかえて～

図１
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図２ 国民生活基礎調査による
がん検診受診率（群馬県）

　

今
月
は
34
件
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

紙
面
ス
ペ
ー
ス
と
当
季
雑
詠
に
沿
っ
て
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

春
の
句
や
駄
作
ば
か
り
の
胸
の
う
ち

初
蝶
の
思
ひ
き
り
つ
つ
風
に
な
る

屋
根
に
ゐ
る
春
の
小
鳥
の
音
符
聴
く

若
草
や
プ
リ
ー
ツ
揺
ら
し
妊
婦
服

ア
マ
リ
リ
ス
眠
り
か
ら
覚
め
赤
冴
え
る

木
々
芽
吹
き
往
き
つ
戻
り
つ
蟻
の
道

城

堀

の

す

こ

し

艶

め

く

夕

桜

ふ
い
に
飛
ぶ
羽
音
激
し
き
残
り
鴨

初
つ
ば
め
独
り
の
庇
に
来
て
遊
ぶ

春
雨
や
傘
を
指
す
児
と
指
さ
ぬ
児
と

雲
雀
鳴
く
野
良
に
ひ
ね
も
す
我
一
人

こ
の
地
に
も
お
ち
こ
ち
わ
た
る
春
告
げ
ど
り
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場
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生
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桒
原
あ
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子

み
な
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み
町
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石
田
み
よ
子

上
の
方
を
対
象
と
し
た
後
期
高
齢

者
健
診
、
勤
め
て
い
る
方
は
労
働
安

全
衛
生
法
に
よ
る
勤
め
先
の
健
康

診
断
が
あ
り
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け

て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

利
根
中
央
病
院
で
は
組
合
員
の

皆
さ
ん
に
も
健
診
を
受
け
て
頂
き
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図３

に
早
期
に
発
見
し
治
療
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
が
ん
検

診
は
症
状
の
無
い
方
を
対
象
に
し

た
検
査
と
お
考
え
下
さ
い
。

　

が
ん
検
診
受
診
率
と
罹
患
率

が
ん
検
診
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

な
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
か
ら
推
計

さ
れ
た
国
お
よ
び
都
道
府
県
別
が

ん
検
診
受
診
率
の
デ
ー
タ
に
よ
り

ま
す
と
、
群
馬
県
の
が
ん
検
診
受
診

率
は
35
～
55
％
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で

す
（
図
２
）。

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
個
別
検
診

を
除
い
た
沼
田
市
の
自
治
体
が
ん

検
診
受
診
率
は
「
図
３
」
の
ご
と
く

で
し
た
。
胃
が
ん
検
診
（
胃
透
視
）

が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
30
年

度
か
ら
胃
内
視
鏡
が
自
治
体
検
診

で
も
取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
の
で
、
今

後
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
近
出
さ
れ
た
地
域
が
ん
登
録

を
基
に
す
る
「
群
馬
県
内
市
町
村
の

が
ん
罹
患
率
の
格
差
」
に
よ
る
と
、

胃
が
ん
罹
患
率
は
男
女
と
も
利
根

沼
田
地
区
が
高
く
、
大
腸
が
ん
も
県

北
部
の
市
町
村
（
み
な
か
み
町
、
昭

和
村
、
片
品
村
、
沼
田
市
）
が
著
し

く
高
い
。
前
立
腺
が
ん
も
片
品
村
、

昭
和
村
、
沼
田
市
で
高
い
と
い
う
デ

早
期
治
療
が
可
能
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
が
ん
は
無
症
状
の
う
ち



高齢者の運動疾患
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負けるな新人・5月病　無駄な情報は捨てましょう。考えすぎると的外れの確率が高いかもしれません。いずれにせよ、「時々刻々初心忘るべからず」でしょうか。
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岡野　行男
西畠みどり

転倒予防について（筋トレ）
転倒予防について（筋トレ）
認知症予防と対策
お茶会
体操
体操
太極拳（計 3 回）
俳句会
筋トレ・骨トレのすすめ
健康チェック・ころばん体操
年間計画・血管年齢チェック
健康体操 ( 計 2 回）
グラウンド・ゴルフ（計16回）
ＶＳＲＡＤ・認知症チェック
グラウンド・ゴルフ
グラウンド・ゴルフ
心臓疾患について
皮膚の病気
骨粗鬆症について
大腸癌チェック
あいうべ・脳トレ体操
あいうべ・脳トレ体操
あいうべ・脳トレ体操
筋トレ・脳トレ・乳がんの話
筋トレ・脳トレ・乳がんの話
筋トレ・脳トレ・乳がんの話
筋トレ・脳トレ・乳がんの話
筋トレ・脳トレ・乳がんの話
糖尿病・肺炎について
オーラルフレイル・災害食の試食
オーラルフレイル・災害食の試食
オーラルフレイル・災害食の試食
オーラルフレイル・災害食の試食
オーラルフレイル・災害食の試食
きよしのずんどこ体操
きよしのずんどこ体操
年間計画・体組成チェック
糖尿病につて
カラオケサロンひだまり（計 15 回）
ＡＥＤについて・実践
きよしのずんどこ体操
小箱づくり
小箱づくり
小箱づくり
肝臓について
参加すると楽しいよ
絵手紙（計 2 回）
健康促進、合唱
こむら返り体操
こむら返り体操
年間計画・セラバンド体操
年間計画・セラバンド体操
健康ダイエット・年間計画
健康ダイエット・年間計画
ハンドマッサージ・ゲーム
ハンドマッサージ・ゲーム
年間計画づくり
ラジオ体操・脳いきいき体操（計 4 回）
健康マージャン広場（計 13 回）
腰痛予防
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5
5
5
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7
5
5
3
3
4
5
11
10
5
16
142
14

上原町 7-3
上原町 6-2
材木町 11-3
西原新町 11-1
健康班
健康班
秋桜会
いこい句会
ときめき班
佐山町合同
岡谷 西部１
大原合同
平川合同
穴原 1･2
菅沼 １
菅沼 ２
生品合同
中野合同
上久屋馬場
尾合合同
田岸合同
池原合同
滝久保合同
川額 入原合同 1
川額 入原合同 2
川額 入原合同 3
川額 入原合同 5
川額 入原合同 6
永井合同
清水町合同
清水町合同
榛名町合同
榛名町合同
薄根町合同
井土上町合同 1
井土上町合同 2
恩田合同
宮塚合同班
ひだまりの会
新田合同
判形合同
政所合同
政所合同
真庭合同
後閑 上・下入合同
つきよのいきいきサロン
虹の会
さわやか班
月夜野 町組合同
月夜野 町組合同
月夜野 橋上合同
月夜野 橋下合同
藤原 明川・分譲地合同１
藤原 明川・分譲地合同２
猿ヶ京合同
猿ヶ京合同
須川 十二河原
福寿草
健康麻雀を楽しむ会
ふれあいの輪

3月班会開催一覧
支部名 人数班　　名 班会内容班長 ・代表名

741 人108 班総計

おらがまちの 班会あれこれ

薄根　恩田合同班月夜野西　月夜野町組

体組成チェックこむら返り対策学習/血管年れい測定
日頃、塩分を減らす工夫として酢を入れるなど
体の管理について学びました。

1年前にも行いましたが、継続していくことが
大切ですね。

月夜野　後閑上入下入合同班片品　菅沼合同班

脳いきいき体操脳トレ/レインボー体操
からだを動かし温まり、気分もリフレッシュ!!

初期研修医6名が参加し、はじめての組合活動を体験
しました。

頭とからだの体操をたのしく笑っておこないました。

・
俳
句
を
投
稿
し
ま
し
た
が
、
利
根

の
保
健
に
掲
載
さ
れ
ず
残
念
で
し
た
。

〈
回
答
〉

　

利
根
の
保
健
へ
の
投
稿
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
な
る
べ
く
多
く
の

方
の
作
品
を
掲
載
す
る
よ
う
編
集
し

て
お
り
ま
す
。
毎
月
た
く
さ
ん
の
方

か
ら
応
募
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
全
て
掲

載
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
当
季

雑
詠
に
そ
っ
て
編
集
委
員
会
で
選
定
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

・
不
注
意
で
転
倒
し
て
頭
に
ケ
ガ
を
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
午
後
５
時
を
過
ぎ
て
い
ま
し

た
が
「
す
ぐ
来
て
く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と
。

家
族
に
連
れ
ら
れ
心
配
し
な
が
ら
急
患
室
へ

到
着
し
ま
し
た
。
に
こ
や
か
な
看
護
師
さ
ん

と
優
し
い
先
生
に
テ
キ
パ
キ
と
治
療
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
検
査
も
す
ぐ
し
て
い
た

だ
き
、
異
常
な
し
。
傷
も
浅
い
と
の
事
で
、

一
週
間
後
に
は
完
治
し
ま
し
た
。
た
だ
た
だ

感
謝
の
一
言
で
す
。
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3月まちかど健康チェック開催一覧

5月まちかど健康チェック開催予定

会　　場
高山温泉ふれあいプラザ

支部名
高山

会　場支部名

沼田西

沼田南

高山

日  時
19日
10:00～12:00
19日
10:00～12:00
26日
17:00～19:00	

主催：「友情列車」ひまわり号を走らせる利根沼田実行委員会
　　＊障害のある方と一緒に一日を楽しく過ごしましょう。
　　＊ボランティアの参加も募集します。

日　時：6 月10日（日）　午前 6 時30分　沼田駅発（予定）

場　所：東武動物公園
参加費：大人 6,350円　中高生 4,350円　子供 2,850円
　　　　今回は参加費の他に入園料またはワンデー
　　　　パス料が別途かかります。
募集人数：120 名
申込先：沼田市井土上町1173-2　野村　操

※ 沼田市在住の方は平成 30 年度　
　 特定健康診査受診票（40 歳～ 74 歳まで）ピンク色
　 後期高齢者健康診査受診票（75 歳以上） 緑色
　　　　　　 のどちらかの受診票とシールが必要です。

実施期間　沼田市・片品村　6月1日～10月 31日
　　　　　みなかみ町　　　6月1日～12月 28日

お問い合わせ先 ( 予約制 )  下記事業所までお問い合わせください。
利根中央病院健診センター　　　☎ 22-4321
利根中央診療所　　　　　　　　☎ 24-1202
片品診療所　　　　　　　　　　☎ 58-3910

問い合わせ先：☎ 090-7800-0961（野村）
　　　　　　　☎ 090-4838-0040（木内）

ブロック名 支部名 曜日 会　場開始時間日　程

【日時】５月30日（水）　午後6時〜 7時
【場所】利根中央病院２階研修室
【講師】群馬大学　整形外科学教室
【参加対象】一般住民及び医療従事者等
【お問い合わせ】利根中央病院　医局事務課　☎0278-22-4321

日時　5月 27日（日）
　　　　　午後1時～ 4時
場所　利根中央病院
　　　　　2階研修室

主催 :利根沼田九条の会
後援 :利根保健生活協同組合

飯塚  陽一  氏

※ 入場無料：お誘い合わせの上お気軽にご参加ください。

第13回

講師　岩根　承成　先生
講演　「群馬にめばえた憲法の話」（仮称）

9 条の会つどい

地域公開講演会

申し込み締め切り：5月 7日（月）

「ひまわり号」が今年も走ります！

薄根町
下町公民館
鍛冶町
サンモール鍛冶町店
高山温泉
ふれあいプラザ

まちかど健康チェック /昭和の湯
2018年度支部総会　予定表

中 央

東 部

南 部

西 部

みなかみ

沼田東
沼田中
沼田南
沼田北
池　田
利根北
利根南
片　品
川　場
利　南
白　沢
昭和東
昭和南
沼田西
薄　根
川　田
高　山
月夜野東
月夜野西
水　上
猿ヶ京
須　川
新　巻

老健とね　多目的室②
西倉内町区民館
白山神社
老健とね　多目的室②

工房「池の上」
本部会議室
片品診療所

病院研修室
米山温泉

昭和の湯

下町住民センター
薄根公民館
川田公民館
高山村役場
後閑集落センター
みなかみ歯科
水上公民館
猿ヶ京公民館
須川公民館
布施農事研修所

10:00
13:30
13:00
18:00

13:30
18:00
18:00
18:00
13:00
18:00

14:00

13:30
19:00
13:30
19:00
13:30
18:00
14:00
13:30
13:30
10:00

4月25日
5月21日
5月19日
5月10日
5月
5月15日
5月17日
5月10日
5月19日
5月12日
5月21日

4月26日

5月19日
5月16日
5月25日
5月11日
5月29日
5月18日
5月21日
5月18日
5月15日
5月28日

特定健診のご案内平成30年度
利根保健生協の各事業所で特定健診が受けられます。
ぜひご利用ください。

いまこそ平和憲法を！ 25回目の友情列車

水
月
土
木

火
木
木
土
土
月

木

土
水
金
金
火
金
月
金
火
月


